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序、あるいは『親愛なる読者諸君！』に代えて 

 

 

 
 

 

１９世紀に書かれた小説というのは、よく読者への呼びかけから始まります。ちょっと

正直すぎますが、読んでもらいたいという思いは伝わってきます。 

筆者が今そうやって呼びかけないのは、何も「親愛なる読者皆さん！」がダサいから

ではなく、その必要がないからです。このマニュアルを開いたあなたは、もはや単なる読

者ではありません。『破滅派』同人と呼んでもいいでしょう。それが嫌だという人は、すぐ

にこの文書を閉じ、立ち去った方が安全です。「触らぬ紙にたたりなし」というぐらいです

から（ＰＤＦだけど）。 

 

 それでも立ち去らずにこの文書を読み続けているあなた。ようこそ。 

この文書はｗｅｂ文芸誌『破滅派』に参加するにあたり、大事な指針となります。ちょっ

と面倒な長さですが、がんばって読み終えてください。『破滅派』に参加するにあたって

大事なことは、ここにほとんど書かれています。 

 

『破滅派』とかいっといて、細けーこといってんじゃねー。 

 

そう思われたあなた。ちょっと待ってください。ここに書かれた内容が『破滅派』への投

稿にしか役立たないとは思うなかれ。しごくまっとうな約束事が書かれているので、将来

的に役立つこともあるかと思われます。とくにあなたが文学賞へ投稿をしていたり、ライ

ターを志望していたり、なんかよくわかんないけど担当編集者に干されていたりしたとき、

ここに書かれた文章が一助となることもあるでしょう。文筆業に限らず、小うるさい上司

が提出した報告書になにかとケチをつけてくるときなど、思わぬところで役立つこともある

やもしれません。 

 

 この文書は三部構成になっています。扱う内容は以下のとおりです。 

 

１、ｗｅｂ上における著作権について 

２、ｗｅｂ上で長い文章を読ませるための工夫 

３、書くための約束事と小説技法 
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 なお、この文書は改編を重ねていく予定でして、暫定版です。特にレイアウトに関して

は、使用アプリケーションが Microsoft Word から Adobe InDesign への乗り換えを予定

しているため、大幅な変更が予想されます。その点、ご了承いただければ幸いです。 

 

 それでは、次ページより本文に入ります。 

 

 

 

           2 



manual 1.0 

Ⅰ 娼婦と処女のあいだ 

インターネットにおける著作権について 

 

 

 
 

 

ｗｅｂ文芸詩『破滅派』はネットに接続する環境がある人なら、誰でも読むことができま

す。となると当然、誰でもコピーができます。皆さんがもっとも心配しているのは、この点

ではないでしょうか。 

 でも、恐れることはありません。人のものをパクるような奴はおうおうにして才能がなく、

大した物は書けないでしょう。そんなまがいものは世界の片隅でひっそりと消費され、姿

を消すに決まっています。 

その逆に、パクった奴が何かの拍子でお金をもうけたり、有名になったりした場合も心

配しないで大丈夫です。ついでに引き上げてもらうぐらいのつもりでいましょう。広告費み

たいなものだと思えばよいかと。 

 端的に言って、自らの著作権というものに対して、我々は「娼婦」のように振舞うべきな

のです。正式なやり方で取り上げてくれるなら、誰も拒まない。しかし、あまりにもズー

ズーしい輩に対しては、それなりに強い態度で臨む必要がありますし、『破滅派』編集部

はそのための助力を惜しみません1。 

 

 ここで問題としなくてはならないのは、著作権を犯されることよりも、他人の著作権をう

っかり犯してしまうことです。 

 

 あなたは本を読んだとき、「引用」というものにお目にかかったことがあるでしょうか。論

文などでは脚注がつき、hametuha 《between bitch and virgin》 ２００７、pp1-2 という具合

に参照が示されるのが普通です。引用のルールは簡単に示すと、以下の通りです。 

 

１、カッコ、行アキなどで区切り、引用であることを明示する。 

２、引用元を明らかにする。 

  

 正式な引用の具体例としては、『破滅派』002 号所収の『国歌の花道』（太郎次郎ゴ

ロー）を見ていただくとわかりやすいかと思われます。一番大事なのは「引用元」を明か

                                                 
1 この件に関してはサイト内の「著作権について」を参照してください。 
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すこと。そうしないと、「盗用」ということになってしまいます。 

  

 が、『国歌の花道』の場合、評論文だから話が早いのであって、うっかりが生じるケー

スとは、小説・随筆などの場合です。もっとも想定されるのは、登場人物にアフォリズム

を語らせる場合ではないでしょうか。 

たとえば、「今起きている事件の正しい見方というのは、それが過去になってようやく

わかるものだ」という発言を登場人物にさせたい場合、ヘーゲルの言葉を引いて、『ミネ

ルヴァのフクロウは夕闇に飛び立つ』と語らせたとします。こうすることによって、その登場

人物が知的であるような印象をもたらすことができるし、また、なんとなくカッコいいです。 

こうして引用はしてみたわけですが、筆者はヘーゲルのどの本に書いてあるのかさっ

ぱり忘れてしまったため、引用元を明かせません。でも問題はありません。その理由は、

ヘーゲルの死後 50 年が経過し、著作権が切れているためです。訳者の著作権が残っ

ている場合（日本は 50 年、各国により違いがあります）は「盗用」になってしまいますが、

『ミネルヴァのフクロウは夕闇に飛び立つ』はうろおぼえのため、たぶん大丈夫です2。 

なんとも曖昧な言い方ですが、これはすなわち著作権の現状を示しています。皆さん

がこれまでに読んだ小説の中できちんとした引用を見たことは少ないのではないでしょう

か。引用をしながら巻末に参考文献として挙げていなかったり、引用それ自体がうろ覚

えであったり……。 

 

じゃあ、『破滅派』だってそんな感じでいいじゃないか。 

皆さんの中にはそんな暴れん坊将軍もいるかもしれません。ですが、そこは一つ我慢

していただきたい。というのも、『破滅派』がいい加減な「引用」で他人の著作権を踏みに

じった場合、こちらが同じ目に遭ったときに反論できなくなる（あるいは、反論の説得力

がなくなる）恐れがあります。 

よって、『破滅派』に参加していただくあなたには、以下のガイドラインの遵守をお願い

します。「処女」のように守り抜いてください。 

 

１、著作権の切れていない作品に関しては、引用元を明示する。どこに書いてある

か忘れた場合、最悪でも書名ぐらいは挙げる。また、翻訳作品は訳者の著作

権にも注意する。 

 

２、歌詞は引用しない。ほとんどの歌詩には権利管理団体があり、とくにＪＡＳＲＡＣ

はうるさい。許可を受ければ引用は可能だが、お金をたくさん取られるので、現

                                                 
2 ほんとはGeorg Wilhelm Friedrich Hegel《Ｇrundlinien der Philosophie des Rechts 》1821 
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状では不可能である。 

 

３、ウェブサイトからの引用も著作と同様に扱う。インターネット環境というのは、安

易なコピー＆ペーストが横行している。あれは単にバレていないだけで、立派な

違法行為である。ぜひ注意していただきたい。 

 

以上、差し出がましいようですが、著作権に関する注意事項を説明させていただきま

した。 

なお、筆者の私見ですが、引用はむやみに行わないほうがいいと思います。もちろん、

引用を多用したポストモダンな小説もあるにはありますが（大江健三郎『懐かしい年への

手紙』講談社文芸文庫 1992）、引用を主軸にすえた作品を書くのは大家になってから

の方がいいでしょう。アマチュアの書くほとんどの引用は「決めゼリフ」として使われます。

「決めゼリフ」なら、なおさら自分で考えるべきです。他人の考えた文章を拝借する癖が

つくと、自分の筆力が身につきません。言葉とはそもそも借り物ですが、せめて自分なり

のアレンジぐらい加えようではありませんか。 

 

前述した三点をしっかりと守れば、あなたも立派な『破滅派』同人です。守るときは娼

婦のように、攻めるときは処女のように。二つの顔を使いわけ、人々を魅了する素敵な

文芸誌を作ろうではありませんか。 

 

 

 
 

 

Ⅱ ノッペラボーは悲しいときにどんな顔をするか？ 

ｗｅｂ上で長い文章を読ませるための工夫 

 

 

 あなたが日常的にインターネットを利用しているなら、フラッシュアニメや動画などを見

慣れていることでしょう。ｗｅｂ上における表現技法は多様化の一途をたどり、できること

はどんどん増えています。素人でも、少し勉強すればそれなりのことができてしまいま

す。 

 で、皆さんの見ている『破滅派』はどうでしょうか。シンプルです。これでもかというぐらい

シンプルです。 

 そもそも、レイアウトの世界において、テクストのみでなりたつ小説などは難しいといわれ
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ています。なぜか。それは、わかりやすい工夫というものが存在しないからです。本章に

おいては、この工夫についての理解を助ける説明したいと思います。 

 

【用紙サイズ】 

『破滅派』では３種類の形式を用意しています。 

１、Ａ４サイズのダウンロード印刷用 

これに関しては疑問はないでしょう。もっともよく消費されているサイズです。ほとんど

の文学賞もＡ４での応募を義務づけており、だいたいが４０字×３０～３５行、４００字詰

め原稿用紙に換算して３枚程度です。通常の文庫本が１ｐあたり３８字×１６行であるこ

とを考えると、見開き１ｐと同じぐらいだと考えればよいでしょう。 

 

２、ｗｅｂ閲覧用 

 横６８０×縦５２０ピクセル、つまり約１８×１４センチです。字数は２６字×１８行、４００

字詰め原稿用紙とほとんど同じです。皆さんの中には小さいと思われる方もいるでしょう

が、このサイズになったのにはそれなりの訳があります。 

というのも、字ポイントを下げればもっと字数を稼げるのですが、ディスプレイが小さい

上に目の悪い人は大変見にくくなってしまいます。また、世の中には小さいサイズのブラ

ウザで見ている人もけっこういて、あまり大きなサイズにしてしまうとブラウザに入りきらな

いのです。そういう人は画面をスクロールバーで横に動かして見ることになるのですが、

これがまた死ぬほどメンドくさい。縦スクロールさせる機能は大体のポインティング・ディ

バイス（マウス・タッチパッド）についていますが、横スクロール機能がついているものはあ

まりありません。そうした諸事情を勘案し、少しでも多くの人に快適に見てもらうため、こ

のサイズになりました。 

  

 

３、携帯用 

 ほとんど知られていませんが、『破滅派』には携帯版があります3。現在はＰＣ版の補助

的役割ですが、こちらもどんどん拡充していく予定です。 

 携帯電話のディスプレイという制約上、画面はとても小さいです。文字数は機種にもよ

りますが、せいぜい２０字×１０行程度ではないでしょうか。メールを読むのとほとんど同

じです。 

ちなみに、ＱＲコードは次ページに。 

                                                 
3 http://hametuha.jpn.org/hametuha/mobile/ 
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【フォント】 

 フォントは縦書きだと明朝系、横書きは明朝系かゴシック系、字ポイントは１２ｐｔに統

一しています。フォントに凝りたいというのもわからないではありませんが、皆さんの中で

特に小説や詩を書かれる方は、そうした個性的表現はなるべく避け、文章の内容だけ

で勝負してください。 

 これにはいくつか理由があります。最優先として挙げられるのは、「統一性がなくなるか

ら」です。なるほど、編集に携わる人間はすさまじく書体にこだわります。英数字はガラモ

ンドで、平仮名はリュウミンで、漢字はモリサワで……。それはそれで創作行為の一つで

すが、同人一人一人がこだわりだすとシッチャカメッチャカになってしまうので、ご遠慮願

います。メールのやり取りなどの手続きが煩雑になりますし、なにより、一つの web サイト

の中にいくつもの書体が入り混じっているのは、素人臭く見える一因となってしまいます。

フォントはエディトリアルデザインの一貫として、編集部が一括して決める方が、お互いの

労力も少なくてすむと思われますので、なにとぞご了承のほどお願いします。 

もちろん、『破滅派』編集部とて、自分たちの意見が絶対だと思っているわけではあり

ません。皆さんの中にフォントに対して一家言あるという方がおられたら、ぜひメールにて

ご意見いただきたいです。そして、余力があるのならば、エディトリアルデザインに携わっ

てください。 

 

【目休め】 

 こういった専門用語があるのかどうか知りませんが、一枚の紙の中に余白があるのは

大事です。ページあたりの文字が少ない本というものは、「スカスカ」の汚名を着させら

れることが多く、内容まで「スカスカ」であることが多いのですが、それにもかかわらずそう

いった本が世の中に溢れているのは、ただ一つの美点「読みやすさ」を備えているから

です。 

たとえば、携帯小説。本を読みなれている方は、『Ｄｅｅｐ Ｌｏｖｅ』などをはじめて見た

とき、「なんじゃこりゃ！」と思われたはずです。今日日の若者はこんなものしか読まない

のかと、日本文学の行く末を憂えた方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

しかしながら、流行っているものにはそれなりに長所があります。ぜひ以下を見比べて

ください。 
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          改行あり                      改行なし 
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 内容は無視するとして、読みやすさは明らかに左の「改行あり」でしょう。一つの段落で

ズラーッと続けると、大変読みにくくなってしまいます。これが行き過ぎると、内容がどん

なに素晴らしくても「疲れる」というただそれだけの理由で、読まれなくなってしまいます。

それはガルシア＝マルケスの例を見ても明らかです。『族長の秋』（集英社文庫 1994）

は、『百年の孤独』（新潮社 1999）と並ぶ傑作であるにもかかわらず、長い間絶版でし

た（2007 年に新潮社より復刊予定）。実際にその作品を読み、その文学的価値を認め

ている筆者も、その一因が「作中に改行が一回もない」ことにあると見ています。二段組

で改行が一度もないと、目まいがしますから。 

 こうしたことを避けるには、Microsoft Word などのワープロソフトでページ設定を「ｗｅｂ

閲覧用」と同じ 26 字×18 行にしてみるとわかりやすいです。ギッチリつまっていたら、改

行の余地あり、です。 

特に、携帯小説の世界では１文ごとの改行が当り前となっているため、「ちょっとスカ

スカすぎて江國○織みたいだな」ぐらいがちょうどいいと思われます。細かく章分けする

のも一つの手です4。 

 

【画像】 

 ＰＣの発達により、画像を入れるのはとても簡単になりました。これは前述の「目休め」

                                                 
4 章分けしたあとは、ちゃんと３行アキにしましょう。 
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の効果もあり、いいんではないかという意見もありますが、問題点としましては、「携帯版

には気安く使えない」というのがあります。 

基本的には画像を使わない方針ですので、皆さんの中でどうしても画像を使いたいと

いうアート志向の方がいらっしゃったら、執筆前に相談してください。ファイル形式・サイ

ズなど、細かい点のすりあわせをさせていただきます。 

 以下、事前に了解しておいていただきたい点を挙げておきます。 

 

 避けていただきたいのは、ワープロソフト

の配置機能を使って貼り付けることです。

なぜというに、『破滅派』では３種類のフ

ォーマットを用意しているため、貼り付けた

絵はズレるに決まっているからです。きち

んと配置したつもりでも、印刷時の余白設

定などによっては、画像の端っこが切れた

りもします。 

 よって、画像を配置したいという方は、

「この場所に配置したい！」という右図のよ

うなラフの作成をお願いします。 

 また、各フォーマットに合わせて配置す

る必要があるため、本文はテクスト形式の

ファイルに、画像は Jpeg・GIF などの汎用

性のあるファイルにして入稿してください。 

 当然、携帯版では画像を画面いっぱいに表示する必要があるので、ラフどおりというわ

けにはいきません。細かい絵はつぶれてしまうので、その点、ご理解ください。文字の位

置と画像が連動したような作品は、携帯版に受け入れられないということにもなります。 

 

 以上に挙げたいくつかの点の他に、レイアウト上の工夫というものはありえます。ただ、

「動画を使う」「ハイパーリンクで色々飛べるようにする」などのｗｅｂに依存した機能につ

いては、一度ご相談を頂きたいです。 

 とりもなおさず『破滅派』はｗｅｂ文芸誌を標榜しています。ノッペリとした字だけのサイト

でも、ちょっとした工夫で色んな表情を持つことができます。『破滅派』は「文字を読ませ

ること」に根っこを持っているので、その点ご賛同いただければ幸いです。 
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Ⅲ 私家版・小説の技法 

    書くための約束事と小説技法 

 

 

 小説の書き方本にはあまり載っていないのではないかと思われる内容をここでは説明

します。皆さんの中には「当り前じゃん」と思う方もいらっしゃるでしょうが、そこはどうかお

付き合いください。 

 まず、小説としての作品のよしあし以前に、やってはいけないことというのがいくつかあり

ます。これをきちんと守らないと、特に普段から本に親しんでいる読者に「やっちゃっ

た！」と思われてしまいます。 

 

【約物】 

 カギカッコや句読点などの「字以外の記号」を総称して「やくもの」と呼びます。おそらく、

ライターの仕事や正式な論文を執筆した経験のない方は、なじみもないため、正しい使

い方がわからないのではないでしょうか。<山カッコ>や《二重山カッコ》、〔亀甲カッコ〕な

どの使い分けはけっこういい加減ですが、それぞれ役割の違いがあります5。 

 もっとも、よく見るケースは？（疑問符）と！（感嘆符）のあとで一字空けをしていない場

合6。三点リーダー（…）とダッシュ（―）を一つしかつなげていないケースもよくあります。

これは必ず二つ連続で続けることになっています。 

三点リーダーをナカグロ（・）が三つ続いたものだと思っている方も散見されますが、こ

れは間違いです。三点リーダーは句点（。）を三つつなげて変換すると出てきます。これ

は全角一文字分ですが、ナカグロ三つだと、半角でも全角１．５になってしまいます。つ

まり、文字量が違うのです。ダッシュと長音（ー）、ハイフン（‐）も間違えやすいので注意

してください。 

 

【文字の配置】 

 よく見られるのは、下揃えにするためにスペースでインデント下げを行っているケースで

す。これは見かけ上は正しく見えますが、他のフォーマットに映した瞬間、場所が代わっ

てしまいます。これに関しては、次ページの図を参照してください。 

 また、改行後の１字サゲにも注意が必要です。Microsoft Word などのアプリケーション

は、エンターを押すと自動で１字サゲになりますが、これは他のアプリケーションには反

                                                 
5 〈〉は横組文字用、《》は横組の作品名、引用文、カッコ内カッコ用。〔〕は引用文中に引用者の意

見を入れるときなど。ここが参考になります。〈http://www.japanlink.co.jp/dtpjiten/index.html〉 
6 この文では一字空けをしていませんが、それは約物である？と（が連続しているためです。 
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映されません。ツール→オプションなどで「改行後自動で１字アキにする」という機能を

はずし、手動でスペースを挿入することが求められます。改行後に自分で一字サゲをす

る癖をつけないと、カギカッコでの会話文のあとが一字サゲになりません。Word の自動

一字サゲは前段落の設定が引き継がれるためです。 
□
□
□
失
わ
れ
た
貯
金
を
求
め
て

□
□
□
□
□
□
□
□
つ
い
て
内
男

 

□
私
は
そ
の
と
き
、
長
い
午
睡
か
ら

目
覚
め
よ
う
と
寝
返
り
を
繰
り
返

し
て
い
た
が
、
ほ
う
じ
茶
に
ひ
た
し

た
食
パ
ン
の
味
で
、
は
じ
め
て
い
じ

め
ら
れ
た
と
き
を
思
い
出
し
た
。

 

 

 

                             ← 

 

□
□
□
失
わ
れ
た
貯

金
を
求
め
て 

□
□
□
□
□
□
□
□

つ
い
て
内
男 

 

□
私
は
そ
の
と
き
、
長

い
午
睡
か
ら
目
覚
め

よ
う
と
寝
返
り
を
繰

り
返
し
て
い
た
が
、
ほ

う
じ
茶
に
ひ
た
し
た

食
パ
ン
の
味
で
、
は
じ

   

  （□は全角スペースを示します） 

 

上図のような事態を避けるには、名前を原則上揃え（アプリケーションによっては「左

揃え」と表示されます）で配置してください。『破滅派』編集部で配置換えをします。なお、

Microsoft Word を使っている方は、いまのところ「下揃え」でも構いません。それ以外の

アプリケーションを使っている方で、もしも時間的な余裕があるならば、前述した３種類

のフォーマットの字数にあわせてファイルを用意していただけると、望外の幸せです。 

同様によく見られるのは、文字の「中央配置」です。小題などをつける場合は、原則と

して、それより大きな範疇の題（タイトル・部など）より１字下げればＯＫです7。タイトルは３

字サゲなので、小題なら４字サゲ、という具合になります。 

 

【誤字・表記ゆれ】 

 誤字・脱字に関しては、小説でなくとも論外。表記ゆれ8に関してはそれほど厳密には

やりませんが、同じページでコロコロ変わるのは素人っぽく見えてしまうので、なくすにこし

たことはありません。 

『破滅派』編集部でも校正はしますが、皆さんも全力で挑んでください。いったん発刊

された後でも報告していただければ、対応できる場合があります9。 

こうしたミスを防ぐための方法としては、「いったん印刷してみる」のが有効です。いくら

                                                 
7 ちなみに、「中央配置」を小見出しに使うのは、新聞の小さな欄など、行アキが許されない環境が

多いです。『破滅派』では行アキを奨励しているので、「中央配置」の必要はありません。 
8 それまで「食う」と書いていたのに、途中から「喰う」に変わる、など。ワープロの変換ミスが原因とな

ることが多いようです。 
9 ただし、よほど致命的なミスでないかぎり、発刊後の訂正は受け付けません。「〆切がある」という

のは、創作の大前提です。文章というものは、「これ以上は手を加えるところがない」というまで書きき

って、はじめて人に見せるものである――というのが筆者の私見です。 
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ＰＣが発達し、ディスプレイの解像度があがったとはいえ、一つの文章を網羅的に見る方

法としては、まだ紙媒体に一日の長があります。一度紙に印刷し、赤で訂正しながら読

んでいくことは、推敲作業において基本のキです。 

また、友人などに読んでもらうのも一つの手です。他人の視点が入ることで、新たな

発見があるやもしれませんし。 

 

【会話体】 

 これは内容にかかわってくることなので、それほど求めるわけではありませんが、会話

を多くすることは読みやすくするコツでもあります。以下を参照してください。 

 

 
「
私
ね
、
こ
な
い
だ
猫
拾
っ
た
の
。
す
ご
い
綺
麗
な
目
を
し
て
る

の
」 

「
私
よ
り
？
」 

「
う
ん
。
バ
チ
子
も
綺
麗
だ
け
ど
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
」 

「
ふ
う
ん
」 

 

バ
チ
子
は
つ
ま
ら
な
そ
う
に
呟
く
と
、
な
に
か
を
探
す
よ
う
に

視
線
を
巡
ら
せ
た
。 

「
吸
う
？
」 

 

私
は
セ
ー
ラ
ム
の
箱
を
取
り
、
差
し
出
し
た
。
そ
こ
か
ら
煙
草

を
一
本
抜
い
て
い
く
バ
チ
子
の
指
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
さ
さ
く
れ

 

私
は
バ
チ
子
に
猫
を
拾
っ
た
と
い
う
話
を
し
た
。
そ
の
猫
の
目

が
綺
麗
だ
と
付
け
加
え
る
と
、
バ
チ
子
は
少
し
対
抗
意
識
を
燃
や

し
た
み
た
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
私
は
気
が
弱
い
か
ら
、

そ
ん
な
風
に
比
較
し
た
こ
と
が
悪
か
っ
た
の
か
な
、
な
ど
と
気
に

病
ん
で
し
ま
う
。
バ
チ
子
は
と
て
も
つ
ま
ら
な
そ
う
に
見
え
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
煙
草
を
探
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、

私
は
さ
っ
き
彼
女
を
お
と
し
め
た
こ
と
を
詫
び
る
よ
う
な
気
持
ち

で
、
セ
ー
ラ
ム
の
箱
を
差
し
出
し
た
。
そ
こ
か
ら
煙
草
を
取
る
彼

女
の
指
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
さ
さ
く
れ
て
い
て
、
な
ん
だ
か
そ
れ
が

痛
ま
し
か
っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の文章は、同一の場面ですが、語られている内容はほとんど一緒です。ただ、左

は会話、右は地の文が主となっています。こうした違いについて、好みの差もあるでしょ

うが、左の方が多くの読者に受け入れられるというのはほとんど黄金律です。そもそもこ

の内容がつまらない、という批判は聞かないことにしておきましょう。 

 皆さんはテレビを見るでしょうか。最近、クイズのバツゲームなどで、「負けた人は料理

を食べられない」というのがすごく多いですね。なんでこんなものが、と思う向きもあるで

しょうが、あの場面は必ず視聴率が上がるらしいです。芸能人が「おいしい！」とか「口の

中で融けた！」とか言っているのを沢山の人が見たがっていると思うのは、末恐ろしいこ

とではありますが、これは統計的事実らしいです。 

 文章でも同じことが言えるでしょう。恐ろしいかな、会話が好きな人は絶対的に多いの
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です10。創作上、なんとしても譲れないというのでなければ、会話を増やすことをオスス

メします。 

 また、単純に技術的問題として、内面描写の方が書きやすいため、慣れていないと内

面描写ばかりしてしまうということもあります。かといって、物語の展開を内面描写にばか

り託してしまうと、なんだか「昨日見た夢の話」を聞かされているような印象が生まれてし

まいます。小説を読み進めるためのモチベーションを語り手の独白にばかり託すのでは

なく、登場人物の会話や何気ない情景描写などに織り交ぜることは、古典的ですが、い

まだ有効な技術です。 

 

【ルビ】 

 ルビに関しては、少し扱いが難しくなります。無意味に難しい漢字は使わないにこしたこ

とはないのですが、ルビはダブルミーニングを可能にする日本語表記法の財産であり、

色々と面白い遊びができるツールでもあります。他人に（ひと）というルビを振るなどはど

うでもいい遊びですが、思わぬ発見もありうるため、一様に禁止はしません。 

 現状では、レイアウトの元となるソフトが Microsoft Word であるため、同じアプリケーショ

ンの方は問題ありません。違うアプリケーションをお使いの方は、一度ご相談いただける

と、対応がスムースにいくと思われます。 

 

【登場人物の数】 

 これはとても大きなお世話かもしれませんが、書きなれている方でないかぎり、登場人

物の数はあまり増やさないほうがよいと思われます。というのも、はじめて登場した人物

を書くのは楽であり、楽しいんです。が、セレブなパーティー小説を書くのでないかぎり、

いつまでも「新しい人物の登場」という展開でもたせるわけにもいかず、いつかその人物

たちを展開させていかなければならなくなります。 

以下は筆者の経験ですが、「思いつきで書いた」登場人物の場合、その後に活かす

のが難しいです。展開が苦しくなると、新しいキャラを出すのは、『少年ジャンプ』で連載

が終わりかけている漫画（後ろから３番目ぐらいのやつ）によくあるパターンです。筆者は

必ずしもキャラクター小説をよしとしませんが、無意味に登場人物を増やすぐらいなら、

少ない人数をじっくり書いた方が今後のためになるでしょう。はじめて書かれる方は、５

人以内にとどめておくのが吉です。 

 

【改行・行アキについて】 

 上述したように、『破滅派』では改行・行アキを奨励してます。しかし、これは実のところ、

                                                 
10 これは会話を多くすることの副産物ですが、結果的に余白が多くなります。 
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諸刃の剣です。改行・行アキが奨励される理由が、『破滅派』がｗｅｂ文芸誌であること

によって発生した制約によることを忘れないでください。 

 下手クソなＤＪは、カットイン・カットアウト11をよく使います。つながりとかを考えなくても

済むからでしょう。１行アキ後に全然違う場面を展開する手法は、たしかにインパクトが

あり、それはそれでいいのですが、皆さんの将来性を考えると、そればかりに頼らない方

がよいでしょう。改行してしまえばそれが目印となり、読者は「ああ、ここで大きく変わるん

だな」とわかってくれますが、場面転換にもそれなりに技術はあります。安易に改行に頼

っていると、「１行アキ→変なマークをつけて３行アキ→章をたくさん設ける→部をたくさ

ん設ける→連作短編しか書けなくなる」というパターンに落ち入るので、気をつけてくださ

い。 

 

以上で小説の技法についての解説を終えます。 

 同人の皆さんは専業作家を目指す筆者にとってライバルですが、筆者は皆さんが素

晴らしい作家となることを切に願っています。ここに挙げたことは一つの意見として受け

止め、頭の片隅にでもおいていただければそれでもう充分です。 

 早い話が、「カッコの形なんざどうでもいいから、面白いのを待っている」の一語に尽き

ます。 

 

 

 
 

 

結語、あるいは前言撤回 

 

 

 

 ここまで読んでくれた皆さん。皆さんはかなりのやる気があると見えます。すでにして免

許皆伝とさえいいたいところです。ルールを守るのは以上で充分。あとは執筆に邁進し

てください。 

 最後に付け加えるとすれば、こうしたマニュアルをぶち破るほどの作品を物してほしい

です。ルールはいつだって、破られることを待っています。 

文責・高橋文樹 

2007/4/10 

                                                 
11 曲のリズムだけ合わせておいて、いきなりブツッと次の曲に移ること。 
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